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木の内科　Tree-Wood Internal Medicine（Wood Science）は、樹木および木材の科学的・生物学的な側面、特に樹
木の内部で起こる見えない生命活動や、それが伐採後の木材という素材にどう影響するかを深く探求する学問分野です。
樹体が生成分泌する有機酸、タンニン等、構造、生理機能（抗菌・抗体・防御・治癒メカニズム）、樹性（耐性、適応）、木理（杢、
縮み杢、逆目等）、材色変化、乾燥・熟成・寝かせ（マテリアルトリートメント）、生命維持の仕組みなど、多岐にわた
る視点から、樹木の生きた営みとその本質を明らかにすることを目指します。 同時に、人体に影響する物性も考究して
いきます。

樹木を護る内部の化学成分とその機能

樹木の内部では、自身を細菌、微生物、昆虫などの外敵から護るために多様な化学成分が生成・分泌されています。こ

れらには、有機酸、アルカリ、タンニン、精油、アルカロイドなどがあり、樹種によってその種類や含有量が異なります。

これらの成分は、木材の色や香り、さらには耐久性や衛生機能にも影響を与えます。例えば、タンニンは鉄と反応して

材色を変化させると同時に、抗菌作用を持ちます。木材の変色や汚染とされる現象も、樹体が自身を護るための抗体・

防御成分が現れたものとして捉え直すことができます。これらの自然由来の化学物質の多くは、古くから薬用や染料な

ど人間の生活にも有益に活用されてきました。

関連する既存カテゴリー： 
木の内科、 生命構造と機能、 木識・木学、 木の皮膚科、 メディカルウッドの一部、 木香、 薬用樹木

用語解説：
● タンニン： 植物に含まれるポリフェノールの一種で、渋味の原因となる。抗菌・防腐作用を持つ
● アルカロイド： 窒素を含む天然有機化合物で、植物の防御物質となることが多い。薬理作用を持つものが多い
● ポリフェノール： 植物に含まれる抗酸化物質の総称。タンニンやフラボノイドなどが含まれる
● フラボノイド： ポリフェノールの一種で、紫外線から身を護り、植物の色素成分となることが多い。抗酸化作用や抗
菌作用を持つ

樹体構造と倒れまいとする応力適応に見る生命力

樹木は、風圧や積雪、自身の重みといった様々な外部からの力（応力）に耐え、倒れることなく地上に立ち続けるために、

内部構造を巧妙に変化させています。年輪の成長に加え、樹皮の内側から芯に向かって伸びる向芯髄線や、特定の樹種

に見られる異形導管束といった組織が、樹体の強度を高める役割を果たします。特に高樹齢の木では、応力に応じて木

理（年輪や繊維の模様）がダイナミックに変化し、縮み杢や逆目、バイヤスといった独特の模様として現れることがあ

ります。これは、芯材部も含めて樹木全体が応力に適応し、構造を造り変えながら生き続けている証拠であり、樹木が

持つ驚異的な生命維持力を示しています。

関連する既存カテゴリー：
生命構造と機能、木識・木学、テンセグリティ樹木論、自然の造形

用語解説：
● 向芯髄線（こうしんずいせん）： 樹皮側から芯に向かって伸びる放射状の組織。樹体の強度補強に関わる。肥大成長に
より現れ、逆放射髄線として識別されます

● 異形導管束（いけいどうかんそく）： 通常とは異なる形状や配置を持つ導管の集まり。特定の樹種に見られ、構造的な
役割を持つ

● テンセグリティ： 引っ張る力と圧縮する力が互いにバランスを取り合うことで安定した構造を形成する原理。樹木の
構造にも応用される考え方。自重の圧縮により、縮むアテと拮抗する構造組織が生まれます

「木の内科」木の科学の概論
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樹体内における抗菌・抗体・治癒のダイナミクス

樹木は動けないため、傷ついたり微生物や昆虫に侵入されたりすると、その場で身を護り、回復させるための複雑な生

体反応を起こします。これは「木の内科」とも言える領域であり、樹木は抗体や治癒物質を生成・分泌し、ダメージを

受けた部位に送り込んで防御や修復を行います。例えば、腐朽菌の侵入に対しては、抗菌バリアを形成してそれ以上の

広がりを抑え込んだり、損傷した樹皮や枝の切り口を内部から埋め塞いだりします。針葉樹と広葉樹では、これらの抗

体分泌や養分・治癒物質の移動の仕組みが異なり、それぞれ独自の生命維持戦略を持っています。髄班（ピスフレックス）

のような微生物の寄生も、特定の樹種では樹木がそれを受け入れ、共生することで抗菌・耐性を獲得するケースも見ら

れます。

関連する既存カテゴリー：
木の内科、生命構造と機能、木の皮膚科、メディカルウッド、薬用樹木

用語解説：
● 抗体（こうたい）： 生体内で異物や病原体に対抗するために作られる物質。樹木も抗菌・防御のための成分を生成する
● 髄班（ずいはん／ピスフレックス）： 木材の髄付近に見られる斑点状の組織。昆虫の食害痕や微生物の寄生による場合
がある

● セルフキュア： 生体自身が持つ自己修復能力。樹木も傷やダメージを自ら治癒する機能を持つ

木理と材色に刻まれる樹木の成長履歴と応力

木材に見られる木理（年輪や繊維の模様）や材色は、その樹木が生きてきた環境や受けた応力、そして樹体内での化学

成分の蓄積といった履歴が刻まれた自然の芸術です。年輪の幅や形は成長速度や気候変動を、材色は樹種固有の化学成

分や土壌の影響を反映します。特に、風や自重、積雪などによって樹体が受けた応力は、年輪の歪みや繊維の絡まり、

独特の「杢」として材面に現れることがあります。縮み杢、逆目、漣紋（しんもん）といった特殊な木理は、樹木が応

力に適応し、倒れまいと構造を造り変え続けた結果生じるものであり、樹木の生命力と時間の経過が生み出す美質と言

えます。これらの木理や材色の変化を読み解くことで、樹木の知られざる性質や生命のダイナミクスを垣間見ることが

できます。

関連する既存カテゴリー：
木識・木学、自然の造形、日本の自然色、木歴・木録

用語解説：
● 木理（もくめ）： 木材の年輪や繊維の方向、模様などの総称
● 杢（もく）： 木材の木理のうち、特に模様が複雑で美しいものを指す
● 縮み杢（ちぢみもく）： 繊維が波状に縮んで現れる杢
● 逆目（さかめ）： 木材の繊維の方向が、通常の切削方向と逆になっている部分
● 漣紋（しんもん）： 水面に立つさざ波のような模様に見える木理
● バイヤス（斜方圧迫木理）： 倒れまいとして筋違い状にゆらぎでる繊維組織

長期乾燥・熟成による木材の変容と品質向上

樹木が伐採され木材となった後も、その内部ではゆるやかな変化が続きます。特に人工的な加熱をせず、時間をかけて

自然に水分を抜く「自然乾燥（ナチュラルシーズニング）」を行うことで、木材の材質は安定し、収縮や変形が少なくな

ります。さらに適切な環境で長期間保管する「養生」や「寝かせ」により、木材に含まれる有機成分が変化し、「木味」

が向上したり、色艶が増したりといった「熟成」や「富貴化」と呼ばれる現象が起こることがあります。柿渋や生漆といっ

た自然由来の塗布材を用いた「マテリアルトリートメント」は、黴や虫喰いを防ぎながらこの熟成効果を高める手法と

して伝統的に用いられてきました。高人工乾燥（KD）は効率的ですが、高温により木材の持つ本来の性質や有機成分を

損なうことが指摘されています。リグニン・セルロースは、約 55℃～65℃で分子構造が軟化して変質します。

関連する既存カテゴリー：
MTマテリアルトリートメント、木の内科、好感度自然素材、木歴・木録

用語解説：
● 自然乾燥（しぜんかんそう / ナチュラルシーズニング）： 人工的な熱を加えずに、自然な風通しの中で木材を乾燥さ
せる方法

● 人工乾燥（じんこうかんそう／KD）： 乾燥炉などで熱風などを使い、強制的に木材の水分を蒸発させる方法
● 養生（ようじょう）： 木材を保管する際に、品質を安定させるために適切な環境管理を行うこと
● 熟成（じゅくせい）： 木材が時間を経ることで、材質や色合い、香りが変化し、品質が向上すること
● 富貴化（ふうきか）： 木材が熟成により、色艶が増し、価値が高まること
● 寝かせ： ゆっくり水分を抜き材質を安定させ、材色艶・刃物アタリがよくなり、木味（キアジ）が上がるといいます。

針葉樹と広葉樹に見る生命維持戦略の多様性

地球上に現れた歴史が異なる針葉樹と広葉樹は、それぞれ独自の生命維持戦略を持って環境に適応し生存してきました。

先に登場した針葉樹は、寒冷な環境にも耐えるため、生命維持の重要な機能を枝元など樹体の上層に分散させて配置す

る傾向があります。一方、後から多様に分化した広葉樹は、より温暖な環境で効率的に生命活動を行うため、根元に近

い株下部分に生命維持の中枢機能を集中させる傾向が見られます。このような異なる戦略は、抗体や養分の生成・移動

の仕組み、冬期の過ごし方（常緑か落葉か）、そして材色の現れ方など、樹木の様々な側面に影響を与えています。日本

の森林は特に樹種が多様で、それぞれの樹種が独自の生命力と適応能力を示しています。氷河期を超えてきた日本樹種は、

火山灰土壌の耐酸性と地勢学的な強さがあります。

関連する既存カテゴリー：
生命構造と機能、木識・木学、木の内科、木界

用語解説：
● 寒冷地適応（かんれいちてきおう）： 寒い地域の環境に適応するために生物が獲得した性質や仕組み
● 多様性（たようせい）： 生物や生態系において、様々な種類や性質が存在すること。

樹木の多大な恩恵を再考し、暮らしを整える新しい取り組みへ＿
人間は木から離れてはいけない。

樹木は古来より人間の生存に不可欠な資源であり、材木としての利用にとどまらず、燃料、食料（果実、葉、樹液）、医

薬品原料、染料、工芸材料など多岐にわたる恩恵をもたらしてきました。木材のもつ抗菌・防虫・調湿・遮音・遮熱といっ

た物理的な特性に加え、微細放散成分によるリラックス効果や治癒促進作用といった「キュア・メディカルウッドワー

クス」としての側面も近年注目されています。適切な時期（新月伐採など）に採取し、長期自然乾燥やマテリアルトリー

トメントといった伝統的な手法で扱われた木材は、その優れた性質をより長く保ち、「トレーサビリティ」を明確にする

ことで素材価値を高めることにも繋がります。森林の適切な管理や樹木との共生は、持続可能な社会を築く上で、そし

て人間の体と精神の健康を保つ上でも極めて重要です。

関連する既存カテゴリー：
木と人間の関わり、好感度自然素材、メディカルウッド、薬用樹木、木香、体の自然を取り戻そう、木の総合学、林業・

森林の仕事

用語解説：
● キュア・メディカルウッドワークス： 樹木や木材の持つ治癒力や医療効果を活かす取り組みや製品
● トレーサビリティ： 製品の生産、加工、流通の過程を追跡できること。木材の履歴を明確にすること
● 新月伐採（しんげつばっさい）： 月齢が新月の頃に樹木を伐採すること。伝統的に木材の品質が良いとされる
材質や物性だけではなく、医療、モノ造り、環境維持まで暮らしの根幹に深い影響を与えます。



�

樹体内における抗菌・抗体・治癒のダイナミクス

樹木は動けないため、傷ついたり微生物や昆虫に侵入されたりすると、その場で身を護り、回復させるための複雑な生

体反応を起こします。これは「木の内科」とも言える領域であり、樹木は抗体や治癒物質を生成・分泌し、ダメージを

受けた部位に送り込んで防御や修復を行います。例えば、腐朽菌の侵入に対しては、抗菌バリアを形成してそれ以上の

広がりを抑え込んだり、損傷した樹皮や枝の切り口を内部から埋め塞いだりします。針葉樹と広葉樹では、これらの抗

体分泌や養分・治癒物質の移動の仕組みが異なり、それぞれ独自の生命維持戦略を持っています。髄班（ピスフレックス）

のような微生物の寄生も、特定の樹種では樹木がそれを受け入れ、共生することで抗菌・耐性を獲得するケースも見ら

れます。

関連する既存カテゴリー：
木の内科、生命構造と機能、木の皮膚科、メディカルウッド、薬用樹木

用語解説：
● 抗体（こうたい）： 生体内で異物や病原体に対抗するために作られる物質。樹木も抗菌・防御のための成分を生成する
● 髄班（ずいはん／ピスフレックス）： 木材の髄付近に見られる斑点状の組織。昆虫の食害痕や微生物の寄生による場合
がある

● セルフキュア： 生体自身が持つ自己修復能力。樹木も傷やダメージを自ら治癒する機能を持つ

木理と材色に刻まれる樹木の成長履歴と応力

木材に見られる木理（年輪や繊維の模様）や材色は、その樹木が生きてきた環境や受けた応力、そして樹体内での化学

成分の蓄積といった履歴が刻まれた自然の芸術です。年輪の幅や形は成長速度や気候変動を、材色は樹種固有の化学成

分や土壌の影響を反映します。特に、風や自重、積雪などによって樹体が受けた応力は、年輪の歪みや繊維の絡まり、

独特の「杢」として材面に現れることがあります。縮み杢、逆目、漣紋（しんもん）といった特殊な木理は、樹木が応

力に適応し、倒れまいと構造を造り変え続けた結果生じるものであり、樹木の生命力と時間の経過が生み出す美質と言

えます。これらの木理や材色の変化を読み解くことで、樹木の知られざる性質や生命のダイナミクスを垣間見ることが

できます。

関連する既存カテゴリー：
木識・木学、自然の造形、日本の自然色、木歴・木録

用語解説：
● 木理（もくめ）： 木材の年輪や繊維の方向、模様などの総称
● 杢（もく）： 木材の木理のうち、特に模様が複雑で美しいものを指す
● 縮み杢（ちぢみもく）： 繊維が波状に縮んで現れる杢
● 逆目（さかめ）： 木材の繊維の方向が、通常の切削方向と逆になっている部分
● 漣紋（しんもん）： 水面に立つさざ波のような模様に見える木理
● バイヤス（斜方圧迫木理）： 倒れまいとして筋違い状にゆらぎでる繊維組織

長期乾燥・熟成による木材の変容と品質向上

樹木が伐採され木材となった後も、その内部ではゆるやかな変化が続きます。特に人工的な加熱をせず、時間をかけて

自然に水分を抜く「自然乾燥（ナチュラルシーズニング）」を行うことで、木材の材質は安定し、収縮や変形が少なくな

ります。さらに適切な環境で長期間保管する「養生」や「寝かせ」により、木材に含まれる有機成分が変化し、「木味」

が向上したり、色艶が増したりといった「熟成」や「富貴化」と呼ばれる現象が起こることがあります。柿渋や生漆といっ

た自然由来の塗布材を用いた「マテリアルトリートメント」は、黴や虫喰いを防ぎながらこの熟成効果を高める手法と

して伝統的に用いられてきました。高人工乾燥（KD）は効率的ですが、高温により木材の持つ本来の性質や有機成分を

損なうことが指摘されています。リグニン・セルロースは、約 55℃～65℃で分子構造が軟化して変質します。

関連する既存カテゴリー：
MTマテリアルトリートメント、木の内科、好感度自然素材、木歴・木録

用語解説：
● 自然乾燥（しぜんかんそう / ナチュラルシーズニング）： 人工的な熱を加えずに、自然な風通しの中で木材を乾燥さ
せる方法

● 人工乾燥（じんこうかんそう／KD）： 乾燥炉などで熱風などを使い、強制的に木材の水分を蒸発させる方法
● 養生（ようじょう）： 木材を保管する際に、品質を安定させるために適切な環境管理を行うこと
● 熟成（じゅくせい）： 木材が時間を経ることで、材質や色合い、香りが変化し、品質が向上すること
● 富貴化（ふうきか）： 木材が熟成により、色艶が増し、価値が高まること
● 寝かせ： ゆっくり水分を抜き材質を安定させ、材色艶・刃物アタリがよくなり、木味（キアジ）が上がるといいます。

針葉樹と広葉樹に見る生命維持戦略の多様性

地球上に現れた歴史が異なる針葉樹と広葉樹は、それぞれ独自の生命維持戦略を持って環境に適応し生存してきました。

先に登場した針葉樹は、寒冷な環境にも耐えるため、生命維持の重要な機能を枝元など樹体の上層に分散させて配置す

る傾向があります。一方、後から多様に分化した広葉樹は、より温暖な環境で効率的に生命活動を行うため、根元に近

い株下部分に生命維持の中枢機能を集中させる傾向が見られます。このような異なる戦略は、抗体や養分の生成・移動

の仕組み、冬期の過ごし方（常緑か落葉か）、そして材色の現れ方など、樹木の様々な側面に影響を与えています。日本

の森林は特に樹種が多様で、それぞれの樹種が独自の生命力と適応能力を示しています。氷河期を超えてきた日本樹種は、

火山灰土壌の耐酸性と地勢学的な強さがあります。

関連する既存カテゴリー：
生命構造と機能、木識・木学、木の内科、木界

用語解説：
● 寒冷地適応（かんれいちてきおう）： 寒い地域の環境に適応するために生物が獲得した性質や仕組み
● 多様性（たようせい）： 生物や生態系において、様々な種類や性質が存在すること。

樹木の多大な恩恵を再考し、暮らしを整える新しい取り組みへ＿
人間は木から離れてはいけない。

樹木は古来より人間の生存に不可欠な資源であり、材木としての利用にとどまらず、燃料、食料（果実、葉、樹液）、医

薬品原料、染料、工芸材料など多岐にわたる恩恵をもたらしてきました。木材のもつ抗菌・防虫・調湿・遮音・遮熱といっ

た物理的な特性に加え、微細放散成分によるリラックス効果や治癒促進作用といった「キュア・メディカルウッドワー

クス」としての側面も近年注目されています。適切な時期（新月伐採など）に採取し、長期自然乾燥やマテリアルトリー

トメントといった伝統的な手法で扱われた木材は、その優れた性質をより長く保ち、「トレーサビリティ」を明確にする

ことで素材価値を高めることにも繋がります。森林の適切な管理や樹木との共生は、持続可能な社会を築く上で、そし

て人間の体と精神の健康を保つ上でも極めて重要です。

関連する既存カテゴリー：
木と人間の関わり、好感度自然素材、メディカルウッド、薬用樹木、木香、体の自然を取り戻そう、木の総合学、林業・

森林の仕事

用語解説：
● キュア・メディカルウッドワークス： 樹木や木材の持つ治癒力や医療効果を活かす取り組みや製品
● トレーサビリティ： 製品の生産、加工、流通の過程を追跡できること。木材の履歴を明確にすること
● 新月伐採（しんげつばっさい）： 月齢が新月の頃に樹木を伐採すること。伝統的に木材の品質が良いとされる
材質や物性だけではなく、医療、モノ造り、環境維持まで暮らしの根幹に深い影響を与えます。


